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運動会を終えて 

副校長 和田 正典 

今年度は特に参加者の人数制限や新型コロナウイルス

感染拡大防止における大々的な対策等は行わず、５月 

２７日（土）に開校１４５周年記念運動会を盛大に開催

することができました。来賓の方を始め、保護者の皆様

には、児童一人一人の活躍する姿や奮闘する姿をご覧い

ただけたのではないかと思います。５月８日から、新型

コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が５類感染症

へ移行したことに伴い、大田区から示された対応につい

て本校で適切に判断し取り組んでおります。学校行事に

ついてはコロナ禍以前の形式に徐々に戻していくとの方

針で、今後の行事についても実施していきます。 

さて、子供たちの走る姿、表現する姿、友達への励ま

しの声援はいかがだったでしょうか。今年度は「祝・開

校１４５周年 みんなで協力 みんなで全力 みんなで 

楽しい運動会にしよう！」をスローガンに掲げ、正に開

校１４５周年に相応しい運動会になったと感じていま

す。特に異学年のかけっこ・短距離走や表現運動を直接

同じ場所で鑑賞し、大きな声援を送れたことは良かった

と感じています。さらにたくさんの来賓の方々や保護者

の方々の前で自らのもてる力を存分に発揮できたこと

は、子供たちにとって貴重な経験となり今後の学校生活

においても大きな自信となっていくことと思います。中

でも最高学年である６年生の表現運動「Colorful～輝き

～」は、技ごとに自然と大きな拍手が起こる素晴らしい

演技でした。下学年児童に大きな感動や憧れの気持ちを

与えたとともに、頼もしさを強く感じることができまし

た。 

６月は「子どもの心サポート月間」です。児童の学校

生活における悩みを早期に発見するため、学校生活調査

及び学級集団調査を実施します。調査等の結果を踏まえ、

面談をしたり、スクールカウンセラーを活用したりする

など組織的に対応していきます。詳細については、５月

３０日付「子どもの心サポート月間における取組の実施

について」大田区教育委員会をご覧ください。 

今後とも本校の教育活動に引き続き、ご理解とご協

力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

これこそが、高学年 
５年 学年主任 安田 美起 

運動会を無事に終えることができました。５年生の運

動会での表現演技はいかがでしたか。５年生のテーマは

「絆・協・楽」でした。１１２名の５年生の子供たちが

『歴代史上最高の５年生の姿を魅せる』という目標をも

って、自分の力を出し切ることができたと思います。友

達と協力し助け合い、励まし合いながら、全力で辛い練

習にも臨み耐えた結果でした。だからこその素晴らしい

演技ができたのではないのでしょうか。同時にそのよう

な本番を迎えることができたのも、保護者の皆様の支え

があってこそだと実感しています。当日の応援も誠にあ

りがとうございました。５年生が行事を通して成長して

いく姿は本当に嬉しいです。 

 ５年生はこの後も様々な学校行事を通して、東一小の

最高学年としてふさわしい子どもたちに成長していく

姿を見せてくれると信じています。仲間で力を合わせて

お互いを信じ目標を達成させようとする力は、伊豆高原

移動教室では共に過ごすことで、友達の今まで見えてい

なかった良いところを見付け、支え合いながら協力して

生活していく力、１４５周年記念式典・集会ではお祝い

のために高学年全員で気持ちを合わせる力など、たくさ

んの力を付けていっていくことでしょう。引き続き、５

年生の成長にご注目ください。 

水泳学習 

水泳指導担当 坂本 秀一郎 

６月１９日から９月９日まで、子供が楽しみにしてい

る水泳の授業が始まります。昨年度は感染症対策として

学級ごとに実施しましたが、今年度は、学年ごとに実施

します。子供たちが安全に気を付けながら友達と水遊び

や水泳運動を楽しむとともに、一人一人の水泳の能力が

向上するよう指導を行います。 

ご家庭でもお子さんが安全に水泳の学習に臨めるよ

う、水泳実施日には健康観察とプールカードの記入・捺

印等に、ご協力願います。 

水泳指導についての詳細は、後日お手紙を配布いたし

ます。また、各学年の水泳指導実施日については、学年

だよりの６月号に記載いたします。内容をご確認いただ

き、お子さんが充実した水泳学習ができるよう準備をお

願いいたします。 

 



６月の生活目標「友達と仲良くしよう」 

生活指導委員会 牛尾 光里 

 新学期が始まって約２か月が経ちました。子供たち

は、新しい環境に慣れ始め、友達と楽しく過ごしている

様子が見られます。そんな友達とも、時にはけんかや言

い合いをすることもあります。６月の生活目標は「友達

と仲良くしよう」です。人と一緒に生活する上で、人と

の関係づくりは大切です。その関係づくりは、自分の思

い通りにいくとは限らないため、大人になっても苦労す

るところがあります。子供たちは、毎日友達から刺激を

受け、学び合い、成長していきます。 

学校では、「友達とさそい合って遊ぼう」「相手の気持

ちを考えた言葉使いをしよう」などの週の目標をたて、

子供が集団行動で友達と一緒に楽しんだり、相手の気持

ちになって行動したりすることを通して、友達との関わ

り方について指導します。子供たちがより楽しい学校生

活を送ることができるように、ご家庭でも友達との関係

を温かく、見守っていただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 内容 

１ 木 
体育朝会(１～５年) 校外学習(６年) 体力テスト始 
歯科検診(３・４年・五組)                              

２ 金 
読書活動(１～５年) 体育朝会(６年) 校外学習(３
年) 

３ 土  

４ 日  

５ 月 お話朝会 遠足(１年) 委員会 

６ 火 
安全指導 児童・生徒の学力向上を図るための調査(５
年) 体力テスト(２・４・６年) 

７ 水 挨拶運動始(６年) 

８ 木 音楽鑑賞教室(５年) 歯科検診(１・２年) 

９ 金 読書活動 教育実習終 代表委員会 

10 土  

11 日  

12 月 お話朝会 クラブ活動 

13 火 遠足(２年) 体力テスト(１・３・５年・五組) 

14 水 挨拶運動終(６年) 

15 木 縦割り班活動 歯科検診(５・６年) 

16 金 読書活動 校外学習(４年) 

17 土 
学校公開 土曜授業 体育・健康教育授業地区公開講

座 

18 日  

19 月 
お話朝会 プール開き 校外学習(２年２クラス)  
クラブ活動 

20 火 校外学習(２年２クラス)  

21 水  

22 木 児童集会 ソフトボール投げ(１～３年) 

23 金 読書活動 ソフトボール投げ(４～６年・五組) 

24 土  

25 日  

26 月 お話朝会 クラブ活動 

27 火 ICTタイム 避難訓練(集団下校) 

28 水 研究授業(５年３組) 

29 木 体力テスト終 

30 金 
読書活動 縦割り班事前活動 定期健康診断終 
保護者会(１・４年・五組) 

体力テスト 
体育部 菅原 一花  

 運動会では、子供たちの一生懸命に頑張る姿が見られました。力を出し切った運動会の次は、６月６日から体

力テストが実施されます。体力テストの目的は、子供の体力の状況を把握するとともに、日常生活における運動

習慣及び基本的な生活習慣などを把握し、今後の体力・運動能力を向上させることです。 

 体力が向上すると、遊びやスポーツで役立つことがたくさんあります。それだけではなく、生活で使う場面と

もつながっています。体力をつけることは私たちには欠かせない力であることが分かります。１年生は初めての

体力テストです。２年生以上の子供たちは昨年度も実施を行い、自分の結果がわかっています。以前の結果以上

の記録が出せるように挑戦してほしいと思います。 

体力テストの結果をもとに、学校・家庭・地域が協力して、元気で健康な東一の子供たちを育てていきましょ

う。ご理解・ご協力をお願いいたします。 

心模様 
養護教諭 久保田 みどり   

 朝、目覚めたとき、窓の外が明るいと何だかすっきり

した気分になる反面、逆に今にも雨が降り出しそうなど

んよりとした曇り空やしとしと雨が降っていると、いつ

にも増して重たい気持ちになります。 

 保健室に来室する児童も晴れの日と雨の日ではその内

容が格段に違います。晴れている日は元気に遊ぶが故の

けがが多く、雨の日は頭痛を訴える児童が目立ちます。

現代っ子は肩こりからくる気持ち悪さや片頭痛も多く、

残念ながら、保健室での応急処置では解決できない場面

も増えています。 

 体調が優れないときにいろいろ考えるのは億劫なこと

かもしれません。でも、体調が悪いときだからこそ自分

の体を見つめてみてください。体の主人公である自分自

身が自分の体の声に耳を傾け、体にとって楽な方法を選

び取ると、きっと心も軽くなると思います。 

 


